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(百万円未満切捨て)
１．2023年３月期の連結業績（2022年４月１日～2023年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期 646,213 5.5 △21,441 － △24,050 － △34,705 －

2022年３月期 612,314 8.8 37,569 1.9 37,696 9.3 23,721 7.3
(注) 包括利益 2023年３月期 △18,795百万円( －％) 2022年３月期 25,088百万円( 25.5％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年３月期 △209.01 － △14.0 △2.7 △3.3

2022年３月期 142.91 － 9.5 4.5 6.1
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期 923,531 244,670 25.5 1,414.73

2022年３月期 840,441 266,704 30.8 1,561.52
(参考) 自己資本 2023年３月期 235,121百万円 2022年３月期 259,089百万円
　

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2023年３月期 △26,233 △57,950 96,437 102,405

2022年３月期 71,395 △62,420 △50,609 88,897
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年３月期 － 10.00 － 12.00 22.00 3,687 15.4 1.5

2023年３月期 － 7.00 － 9.00 16.00 2,682 － 1.1

2024年３月期(予想) － 7.00 － 9.00 16.00 66.5
　

　

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 330,000 6.9 5,000 － 1,500 － 1,000 － 6.02

通 期 700,000 8.3 18,000 － 9,000 － 4,000 － 24.07

　　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 －社 (社名) 、除外 －社 (社名)
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期 169,012,926株 2022年３月期 169,012,926株

② 期末自己株式数 2023年３月期 2,817,471株 2022年３月期 3,091,782株

③ 期中平均株式数 2023年３月期 166,044,799株 2022年３月期 165,990,337株
　

当社は、株式交付信託を用いた株式報酬制度及び従業員持株会信託を用いた従業員持株会信託型
ESOPを導入しており、当該信託が保有する当社株式を自己株式に含めて記載しています。

(参考) 個別業績の概要
１．2023年３月期の個別業績（2022年４月１日～2023年３月31日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期 448,542 1.9 △18,294 － △10,486 － △16,679 －

2022年３月期 440,157 6.4 23,456 37.6 68,124 348.2 61,670 453.4

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期 △100.25 －

2022年３月期 371.11 －
　

（注）2022年３月期の個別業績の経常利益及び当期純利益について、2022年１月27日公表の「連結子会社からの配当
金受領に関するお知らせ」に記載の通り、連結子会社からの配当金の受取りによって増加しました。

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期 788,181 210,714 26.7 1,265.25

2022年３月期 724,931 229,461 31.7 1,380.09

(参考) 自己資本 2023年３月期 210,714百万円 2022年３月期 229,461百万円
　

　

　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

２．決算補足説明資料は、下記当社ウェブサイトに掲載を予定しています。
https://www.daio-paper.co.jp/ir/ir_news/
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における国内経済は、新型コロナウイルス感染症による行動制限が大幅に緩和され、外食産業や

小売業等のサービス分野を中心に経済活動は正常化に向けた動きが加速しつつあるものの、ロシア・ウクライナ情

勢の長期化に起因する資源価格の高騰や食品をはじめとする生活必需品の相次ぐ値上げが家計を圧迫し、景気に力

強さはありません。

当社グループにおいては、当連結会計年度は2021年度から2023年度までの３カ年計画である第４次中期事業計画

の２年目となりますが、資源価格の上昇に歴史的な円安進行が重なったことで、石炭、重油、チップ、パルプ等の

主要な原燃料の調達価格が高止まりし、物流費、荷資材価格上昇も加わり、紙、加工品、あらゆる製品の製造コス

トが大幅に悪化しました。

厳しい事業環境においても業績のV字回復への足掛かりを確かなものとし、再成長へと繋げていくために、「第４

次中期事業計画の進捗説明－業績回復とレジリエンス強化に向けた施策の実行－」 (2023年２月)にて公表したとお

り、当期は紙・板紙事業、ホーム＆パーソナルケア事業のほぼ全ての製品において、複数回にわたり販売価格の改

定に取り組み、主要工場でのエネルギー構成や生産体制の見直し、省力化を含む聖域なきコストダウンを着実に進

めてまいりました。

2023年度以降は、こうした販売価格の改定の効果がフルで業績に寄与するほか、構造改革、固定費の削減効果も

見込まれます。業績回復を確かなものとし、フラッフパルプの内製化等を始めとする従来から取り組んでいる第４

次中期事業計画の紙・板紙事業からホーム＆パーソナルケア事業への構造転換による「強靭な事業ポートフォリオ

の確立」に向けた諸施策を加速してまいります。

当連結会計年度の連結業績は、以下のとおりです。

連結売上高 646,213百万円 (前年同期比 5.5％増)

連結営業損失（△） △21,441百万円 (前年同期は営業利益37,569百万円)

連結経常損失（△） △24,050百万円 (前年同期は経常利益37,696百万円)

親会社株主に帰属する
当期純損失（△）

△34,705百万円
(前年同期は親会社株主に帰属する
当期純利益23,721百万円)

当連結会計年度のセグメントの状況は、以下のとおりです。

① 紙・板紙

売上高 347,037百万円 (前年同期比 6.0％増)

セグメント損失（△） △12,407百万円 (前年同期はセグメント利益22,328百万円)

セグメントの売上高、営業利益の推移、当連結会計年度の品種別販売数量・金額の増減要因は以下の通りで

す。なお、表中の金額は、四捨五入して表示しています。

紙・板紙事業においては、新聞用紙では、新聞発行部数及び頁数の減少により販売数量は減少しましたが、

販売価格の改定に取り組んだ結果、販売金額は前年同期を上回りました。洋紙事業（新聞用紙を除く）は、グ

ラフィック用紙の更なる需要減少に伴いチラシやパンフレット用途の販売数量は減少しましたが、あらゆる製
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品の価格改定に取り組んできた結果、販売金額は前年同期を上回りました。板紙・段ボールは、新型コロナウ

イルス感染症による経済・社会活動の停滞からの回復により国内需要が比較的堅調に推移したことや、製造コ

ストの販売価格への転嫁が進んだことで販売金額は前年同期を上回りました。

これらの結果、紙・板紙事業では、売上高は前年同期を上回りましたが、原燃料価格の上昇による製造コス

トの悪化を吸収するには至らずセグメント利益は前年同期を下回りました。

② ホーム＆パーソナルケア

売上高 270,308百万円 (前年同期比 5.1％増)

セグメント損失（△） △12,570百万円 (前年同期はセグメント利益11,924百万円)

セグメントの売上高、営業利益の推移、当連結会計年度の品種別販売数量・金額の増減要因は以下の通りで

す。なお、表中の金額は、四捨五入して表示しています。

ホーム＆パーソナルケア事業において国内事業では、衛生用紙は、需要が伸びているソフトパックティシュ

ー等の販売が堅調に推移しましたが、トップメーカーとして率先して販売価格の改定をおこなった結果、当第

１四半期において一時的にシェアを落とし、販売数量、金額とも前年同期を下回りました。紙加工品では、生

理用品の入手に困っている学生を対象に、生理用ナプキンを１年間無償提供する取り組みが大きな反響を得た

ほか、大手アパレルメーカーや著名人とのコラボレーション商品、人気キャラクターを採用したデザイン企画

品など各種新製品、リニューアル品を市場に連続投入し好評を得ました。国内事業全体としては、アフターコ

ロナの行動回帰によるマスクの需要減もあり、販売数量、販売金額ともに前年同期を下回りました。

海外事業においては、中国、ブラジル等、各国でベビー用紙おむつの販売価格の改定に取り組み、何れの国

においても改定後の価格の一定の浸透が図れました。中国ではフェミニンマシンの増設や衛生用紙の拡販、タ

イではフェミニンケア商品の拡販など各国で複合事業化の取り組みを進めたことも寄与し、販売金額は前年同

期を上回りました。

これらの結果、ホーム＆パーソナルケア事業においては、海外事業の価格改定や為替の影響によって売上高

は前年同期を上回りましたが、国内、海外ともにパルプや荷資材価格の上昇による製造コストの悪化を販売価

格の改定や省エネ、コストダウンといった自助努力では補いきれずセグメント利益は前年同期を下回りまし

た。
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③ その他

売上高 28,866百万円 (前年同期比 4.6％増)

セグメント利益 3,500百万円 (前年同期比 6.2％増)

主に売電事業、機械事業、木材事業及び物流事業であり、木材事業が堅調であったことから売上高は前年同

期を上回りました。

なお、当事業年度の個別業績は、以下のとおりです。

売上高 448,542百万円 (前年同期比 1.9％増)

営業損失（△） △18,294百万円 (前年同期は営業利益23,456百万円)

経常損失（△） △10,486百万円 (前年同期は経常利益68,124百万円)

当期純損失（△） △16,679百万円 (前年同期は当期純利益61,670百万円)

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の総資産は、受取手形、売掛金及び契約資産等の増加により、前連結会計年度末に比べ83,090

百万円増加し、923,531百万円となりました。

負債は、長期借入金の増加等により、前連結会計年度末に比べ105,124百万円増加し678,860百万円となりまし

た。

純資産は、利益剰余金の減少等により前連結会計年度末に比べ22,033百万円減少し244,670百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べて5.3ポイント減少し、25.5％となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比較して13,508百万円増加し102,405百万円とな

りました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、26,233百万円の支出(前連結会計年度比97,628百万円の増加)となりま

した。これは主に、税金等調整前当期純損失39,201百万円、減価償却費43,128 百万円、棚卸資産の増加(支

出)23,874 百万円によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、57,950百万円の支出(前連結会計年度比4,470百万円の減少)となりまし

た。これは主に、有形固定資産の取得による支出46,611百万円、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ

る支出12,550百万円によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、96,437百万円の収入(前連結会計年度比147,047百万円の増加)となりま

した。これは主に、長期借入れによる収入163,053百万円、長期借入金の返済による支出66,840百万円によるもの

です。

　



大王製紙株式会社(3880) 2023年３月期 決算短信

　― 5 ―

（４）今後の見通し

国内においては、コロナウイルス感染症は2023年５月より感染症法上の分類が季節性インフルエンザと同等の５

類へと引き下げられたことにより、経済・社会活動への制約がほぼなくなる「アフターコロナ」への流れが進行し、

インバウンド需要や個人消費は回復基調となると見込んでいます。しかし、ロシア・ウクライナ情勢の長期化にと

もなう資源・エネルギー価格の高止まりや為替相場の影響による諸物価の上昇など、国内景気の先行きについては

依然として懸念も多く残っています。また、海外においても、アメリカ、ヨーロッパでのインフレ警戒感による金

融資本市場の不安定化、ロシア・ウクライナ情勢や米・中間の対立等の地政学リスクもあり、景気の先行きは不透

明な状況です。

紙パルプ業界においても、新聞用紙、印刷用紙などのグラフィック用紙の市場縮小は加速し、重油、石炭等の資

源価格の高止まりや為替相場の円安進行による原燃料費、物流費などのコストアップの影響は、2024年３月期にお

いても一定期間は続くと想定しており、厳しい事業環境に変わりはありません。

このような状況の中、当社グループは、「第４次中期事業計画の進捗説明 ―業績回復とレジリエンス強化に向け

た施策の実行－」 (2023年２月)にて公表しております諸施策を着実に実行し、業績の完全回復を果たしたうえで、

第４次中期事業計画の主要施策である「強靭な事業ポートフォリオの確立」に向け、軸足を紙・板紙事業からホー

ム＆パーソナルケア事業にシフトしつつ、両セグメントにまたがる構造改革を進めてまいります。

主要製品の需要が縮小し続けている紙・板紙事業においては、三島工場の生産体制の再構築による製造コスト低

減を進めるとともに、省エネルギーやFIT発電を自社消費に切り替えるなどで石炭使用量の削減に取り組んでいま

す。また、これから堅調な需要が見込まれるSDGsの取り組みに対応した脱プラスチック、減プラスチック商品の開

発に引き続き取り組みます。さらに、梱包・包装用途の紙では、川上（原紙）から川下（最終製品）までトータル

提案が可能な当社のグループ力を最大限に活用して拡販につなげていく考えです。

一方、ホーム＆パーソナルケア事業においては、紙おむつ等の加工品に使用するフラッフパルプの内製化を開始

(2023年７月予定)し、重要資材の安定調達と三島工場の競争力のあるパルプを活用したコスト低減を進めます。衛

生用紙では、需要が伸びているソフトパックティシュー市場での商品の供給体制を強化するために、2022年11月に

子会社のエリエールペーパーで国内最大級のソフトパックティシュー加工機を稼働しました。また、営業、マーケ

ティング、システム、物流、工場部門より人員を選抜し、新部署を立ち上げ(2023年４月)、ロジスティクスの改善

を通じた収益構造の一層の強化を図り、事業部全体で収益構造を変革してまいります。

海外では、主力であるベビー用紙おむつを中心として、フェミニンケア用品や紙製品、大人用紙おむつ、ウエッ

トワイプなど多様なカテゴリー商品の生産・販売による複合事業化や高付加価値化によって売上拡大を引き続き推

進するとともに、ブラジルの生産拠点であるサンテルでの事業拡大を進め海外売上高の構成比を高めていきます。

これらの取り組みにより、2024年３月期の連結業績については、売上高700,000百万円、営業利益18,000百万円、

経常利益9,000百万円、親会社株主に帰属する当期純利益4,000百万円を予想しています。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務

諸表を作成する方針です。

なお、IFRS(国際財務報告基準)の採用については、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針です。

　



大王製紙株式会社(3880) 2023年３月期 決算短信

　― 6 ―

３．企業集団の状況

当社グループは、当社及び連結子会社34社で構成され、紙・板紙製品及び家庭紙製品の製造販売を主な事業内容と

し、これに関連する原材料の調達、物流及びその他の事業活動を展開しています。

当連結会計年度において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。

なお、当連結会計年度における重要な子会社の異動は、次のとおりです。

①第１四半期連結会計期間

2022年４月１日付で、ダイオープリンティング株式会社は、三浦印刷株式会社、ダイオーポスタルケミカル株

式会社、大和紙工株式会社、株式会社千明社を吸収合併したことに伴い、ダイオーミウラ株式会社に商号変更し

ています。また、2021年10月４日に株式を取得した芳川紙業株式会社を、第１四半期連結会計期間の期首より新

たに連結子会社としています。

②第２四半期連結会計期間

該当事項はありません。

③第３四半期連結会計期間

2022年５月10日に株式を取得した吉沢工業株式会社を、当第３四半期連結会計期間の期首より新たに連結子会

社としています。また、2022年10月３日に株式を取得した株式会社大貴を、当第３四半期連結会計期間の期首よ

り新たに連結子会社としています。

2022年10月１日付で、大王紙パルプ販売株式会社は、エリエールビジネスサポート株式会社を吸収合併したこ

とに伴い、株式会社EBSに商号変更しています。2022年10月１日付で、大成製紙株式会社は、ハリマペーパーテッ

ク株式会社を吸収合併したことに伴い、ダイオーペーパーテクノ株式会社に商号変更しています。

また、2022年10月１日付で、ダイオーミルサポート株式会社は、エリエールペーパーテクノロジー株式会社に

商号変更しています。

④第４四半期連結会計期間

2023年１月１日付で、エリエールペーパー株式会社は、赤平製紙株式会社を吸収合併しました。なお、合併に

よる商号変更は在りません。
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４．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 89,165 102,638

受取手形、売掛金及び契約資産 92,641 106,851

電子記録債権 7,988 10,753

商品及び製品 48,008 61,061

仕掛品 7,275 8,947

原材料及び貯蔵品 31,621 43,081

その他 15,063 22,003

貸倒引当金 △465 △279

流動資産合計 291,300 355,058

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 257,887 273,981

減価償却累計額 △160,706 △169,437

建物及び構築物（純額） 97,181 104,544

機械装置及び運搬具 980,885 1,015,112

減価償却累計額 △785,957 △812,473

機械装置及び運搬具（純額） 194,928 202,639

土地 83,183 87,099

建設仮勘定 28,634 18,388

その他 34,868 39,252

減価償却累計額 △17,600 △19,817

その他（純額） 17,267 19,434

有形固定資産合計 421,195 432,106

無形固定資産

のれん 50,489 45,847

その他 31,529 38,619

無形固定資産合計 82,018 84,466

投資その他の資産

投資有価証券 21,924 21,048

退職給付に係る資産 1,674 1,554

繰延税金資産 6,322 11,281

その他 15,996 18,034

貸倒引当金 △130 △118

投資その他の資産合計 45,787 51,800

固定資産合計 549,001 568,373

繰延資産 139 99

資産合計 840,441 923,531
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

コマーシャル・ペーパー － 20,000

支払手形及び買掛金 75,384 88,167

リース債務 1,509 1,567

短期借入金 13,738 13,659

1年内償還予定の社債 15,000 56

1年内返済予定の長期借入金 65,580 78,812

未払金 31,029 27,596

1年内支払予定の長期設備関係未払金 174 25

未払法人税等 3,133 1,472

契約負債 613 919

賞与引当金 5,550 5,474

役員賞与引当金 156 77

債務保証損失引当金 － 300

その他 26,451 14,667

流動負債合計 238,321 252,797

固定負債

社債 45,000 45,136

長期借入金 239,324 324,000

退職給付に係る負債 23,937 23,986

役員退職慰労引当金 81 60

繰延税金負債 4,735 8,152

株式給付引当金 310 521

環境対策引当金 12 12

関係会社事業損失引当金 37 36

固定資産撤去費用引当金 － 430

その他 21,975 23,727

固定負債合計 335,415 426,063

負債合計 573,736 678,860

純資産の部

株主資本

資本金 53,884 53,884

資本剰余金 55,112 55,112

利益剰余金 156,450 117,493

自己株式 △4,122 △3,600

株主資本合計 261,325 222,890

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,445 3,968

繰延ヘッジ損益 219 329

為替換算調整勘定 △7,189 6,907

退職給付に係る調整累計額 1,288 1,026

その他の包括利益累計額合計 △2,235 12,231

非支配株主持分 7,614 9,549

純資産合計 266,704 244,670

負債純資産合計 840,441 923,531
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

売上高 612,314 646,213

売上原価 450,640 536,012

売上総利益 161,674 110,200

販売費及び一般管理費 124,105 131,641

営業利益又は営業損失（△） 37,569 △21,441

営業外収益

受取利息 382 808

受取配当金 712 988

持分法による投資利益 95 184

為替差益 2,793 1,181

補助金収入 281 －

貸船料 331 120

正味貨幣持高に関する利得 － 311

その他 2,863 2,622

営業外収益合計 7,460 6,216

営業外費用

支払利息 4,194 5,626

貸船に係る費用 378 511

その他 2,761 2,688

営業外費用合計 7,333 8,826

経常利益又は経常損失（△） 37,696 △24,050

特別利益

固定資産売却益 83 108

投資有価証券売却益 987 1,518

国庫補助金 513 5,680

受取保険金 2,099 706

その他 31 398

特別利益合計 3,715 8,412

特別損失

固定資産除売却損 900 1,089

固定資産圧縮損 510 5,661

減損損失 2,031 12,660

災害による損失 350 2,833

早期退職費用 － 909

支払精算金 888 －

その他 140 407

特別損失合計 4,822 23,562

税金等調整前当期純利益又は
税金等調整前当期純損失（△）

36,588 △39,201

法人税、住民税及び事業税 12,554 2,233

法人税等還付税額 △703 △275

法人税等調整額 865 △6,220

法人税等合計 12,717 △4,263

当期純利益又は当期純損失（△） 23,871 △34,937

非支配株主に帰属する当期純利益又は
非支配株主に帰属する当期純損失（△）

150 △231

親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失（△）

23,721 △34,705
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） 23,871 △34,937

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △766 513

繰延ヘッジ損益 197 109

為替換算調整勘定 1,849 15,768

退職給付に係る調整額 △48 △257

持分法適用会社に対する持分相当額 △14 9

その他の包括利益合計 1,216 16,142

包括利益 25,088 △18,795

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 24,529 △20,239

非支配株主に係る包括利益 559 1,444
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 53,884 55,901 136,579 △4,090 242,275

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△379 △379

会計方針の変更を反映

した当期首残高
53,884 55,901 136,200 △4,090 241,895

当期変動額

剰余金の配当 △3,352 △3,352

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親

会社株主に帰属する

当期純損失（△）

23,721 23,721

自己株式の取得 △343 △343

自己株式の処分 311 311

連結範囲の変動 △118 △118

連結子会社株式の取

得による持分の増減
△789 △789

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － △789 20,250 △31 19,429

当期末残高 53,884 55,112 156,450 △4,122 261,325

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 4,226 22 △8,645 1,353 △3,042 7,556 246,788

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△379

会計方針の変更を反映

した当期首残高
4,226 22 △8,645 1,353 △3,042 7,556 246,409

当期変動額

剰余金の配当 △3,352

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親

会社株主に帰属する

当期純損失（△）

23,721

自己株式の取得 △343

自己株式の処分 311

連結範囲の変動 △118

連結子会社株式の取

得による持分の増減
△789

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△781 197 1,456 △65 807 58 865

当期変動額合計 △781 197 1,456 △65 807 58 20,295

当期末残高 3,445 219 △7,189 1,288 △2,235 7,614 266,704

　



大王製紙株式会社(3880) 2023年３月期 決算短信

　― 12 ―

　当連結会計年度(自2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 53,884 55,112 156,450 △4,122 261,325

超インフレの調整額 △1,055 △1,055

超インフレの調整額を

反映した当期首残高
53,884 55,112 155,395 △4,122 260,270

当期変動額

剰余金の配当 △3,184 △3,184

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親

会社株主に帰属する

当期純損失（△）

△34,705 △34,705

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 522 522

連結範囲の変動 △10 △10

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － △37,901 521 △37,379

当期末残高 53,884 55,112 117,493 △3,600 222,890

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 3,445 219 △7,189 1,288 △2,235 7,614 266,704

超インフレの調整額 △1,055

超インフレの調整額を

反映した当期首残高
3,445 219 △7,189 1,288 △2,235 7,614 265,648

当期変動額

剰余金の配当 △3,184

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親

会社株主に帰属する

当期純損失（△）

△34,705

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 522

連結範囲の変動 △10

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

523 109 14,096 △262 14,466 1,934 16,401

当期変動額合計 523 109 14,096 △262 14,466 1,934 △20,978

当期末残高 3,968 329 6,907 1,026 12,231 9,549 244,670
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は
税金等調整前当期純損失（△）

36,588 △39,201

減価償却費 37,810 43,128

減損損失 2,031 12,660

国庫補助金 △513 △5,680

早期退職費用 － 909

のれん償却額 4,450 4,512

持分法による投資損益（△は益） △95 △184

正味貨幣持高に関する利得 － △311

投資有価証券売却損益（△は益） △779 △1,518

退職給付に係る資産及び負債の増減額 464 △261

受取利息及び受取配当金 △1,095 △1,796

支払利息 4,194 5,626

為替差損益（△は益） △2,718 △438

固定資産圧縮損 510 5,661

固定資産撤去費用引当金の増減額（△は減少） － 430

補助金収入 △281 △277

未収消費税等の増減額（△は増加） △1,047 △7,340

受取保険金 △2,099 △706

有形固定資産売却損益（△は益） △55 △54

有形固定資産除却損 872 1,035

売上債権の増減額（△は増加） 6,306 △14,067

棚卸資産の増減額（△は増加） △4,304 △23,874

仕入債務の増減額（△は減少） 9,921 10,020

未払金の増減額（△は減少） △7,510 △3,317

未払消費税等の増減額（△は減少） △977 △976

その他の資産・負債の増減額 △1,740 △3,856

その他 169 794

小計 80,101 △19,083

利息及び配当金の受取額 1,561 1,902

利息の支払額 △4,479 △5,633

補助金の受取額 2,953 6,029

保険金の受取額 2,103 707

法人税等の支払額 △11,964 △16,437

法人税等の還付額 1,118 6,281

営業活動によるキャッシュ・フロー 71,395 △26,233

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 170 53

有形固定資産の取得による支出 △63,789 △46,611

有形固定資産の売却による収入 231 277

投資有価証券の売却による収入 1,861 3,529

無形固定資産の取得による支出 △3,314 △2,586

貸付けによる支出 △664 △999

貸付金の回収による収入 3,687 998

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △12,550

その他 △602 △62

投資活動によるキャッシュ・フロー △62,420 △57,950
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減
少）

－ 20,000

短期借入金の純増減額（△は減少） △6 151

長期借入れによる収入 20,300 163,053

長期借入金の返済による支出 △65,157 △66,840

社債の発行による収入 14,932 －

社債の償還による支出 △15,000 △15,056

非支配株主への株式の発行による収入 509 －

自己株式の売却による収入 248 304

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△1,500 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1,913 △2,123

配当金の支払額 △3,352 △3,184

その他 330 131

財務活動によるキャッシュ・フロー △50,609 96,437

現金及び現金同等物に係る換算差額 △104 1,334

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △41,739 13,588

現金及び現金同等物の期首残高 130,301 88,897

超インフレによる調整額 － △97

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

318 17

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の
増加額

17 －

現金及び現金同等物の期末残高 88,897 102,405

　



大王製紙株式会社(3880) 2023年３月期 決算短信

　― 15 ―

（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-

２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適

用することといたしました。これによる当事業年度の連結財務諸表に与える影響はありません。

(追加情報)

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

　当社及び国内連結子会社は、当第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行して

います。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算

制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号 2021年８月12日。以下「実務

対応報告第42号」という。）に従っています。また、実務対応報告第42号第32項(１)に基づき、実務対応報告第

42号の適用に伴う会計方針の変更による影響は無いものとみなしています。

（会計上の見積り）

前連結会計年度の有価証券報告書に記載した、コロナ禍の拡大による業績予想及び会計上の見積りへの影響に

ついて、重要な変更はありません。

（トルコ子会社における超インフレ会計の適用）

トルコにおける３年間の累積インフレ率が100％を超えたことを示したため、当社グループは当第２四半期連結

会計期間の期首より、トルコ子会社の財務諸表について、IAS第29号「超インフレ経済下における財務報告」に従

った調整を実施した上で連結しています。これに伴い、当該会計基準を適用した累積的影響額として、当連結会

計年度の期首の利益剰余金が1,055百万円減少しております。また、当連結会計年度の正味貨幣持高にかかるイン

フレの影響は、「営業外収益」の「正味貨幣持高に関する利得」として表示しています。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１．報告セグメントの概要

当社は、製品別に事業部または営業本部を配置しており、各事業部または各営業本部が、取り扱う製品について包

括的な戦略を立案し、事業活動を展開しています。

生産販売体制や販売先の形態が類似している製品別の事業を集約した結果、「紙・板紙事業」と「ホーム＆パーソ

ナルケア事業」を報告セグメントとしています。

当社の報告セグメントは、当社損益に関する意思決定会議である予算会議において、定期的に業績評価を行ってい

る構成単位であり、その報告セグメントごとに財務情報が分割して入手可能です。

「紙・板紙事業」で生産販売している製品は、新聞用紙、印刷用紙、包装用紙、板紙、段ボール、パルプ等です。

「ホーム＆パーソナルケア事業」で生産販売している製品は、衛生用紙、紙おむつ、フェミニンケア用品、ウエット

ワイプ、ペット用品等です。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値です。

セグメント間の内部売上高及び振替高は、当事者間の協議のうえで決定した価格に基づいています。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 2021年４月１日　至 2022年３月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

連結
財務諸表
計上額

紙・板紙
ホーム＆
パーソナ
ルケア

計

売上高

外部顧客への売上高 327,429 257,282 584,712 27,602 612,314 － 612,314

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

15,727 2,854 18,582 73,590 92,172 △92,172 －

計 343,157 260,137 603,294 101,192 704,487 △92,172 612,314

セグメント利益 22,328 11,924 34,253 3,295 37,548 21 37,569

セグメント資産 425,342 333,752 759,095 69,637 828,732 11,708 840,441

その他の項目

　減価償却費 21,087 13,782 34,869 2,940 37,810 － 37,810

有形固定資産及び
　無形固定資産の増加額

26,235 35,350 61,586 2,579 64,165 － 64,165

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、木材事業、造林事業、機械事

業、物流事業、売電事業、ゴルフ場事業及び不動産賃貸事業等を含んでいます。

２．調整額は以下のとおりです。

(1) セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去に係る調整額です。

(2) セグメント資産の調整額は、セグメント間取引消去に係る調整額△12,022百万円、報告セグメントに帰

属しない投資有価証券等の全社資産23,730百万円です。

当連結会計年度（自 2022年４月１日　至 2023年３月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

連結
財務諸表
計上額

紙・板紙
ホーム＆
パーソナ
ルケア

計

売上高

外部顧客への売上高 347,037 270,308 617,346 28,866 646,213 － 646,213

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

17,542 2,396 19,939 80,792 100,731 △100,731 －

計 364,580 272,705 637,285 109,658 746,944 △100,731 646,213

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

△12,407 △12,570 △24,977 3,500 △21,477 36 △21,441

セグメント資産 455,306 381,207 836,514 74,081 910,596 12,935 923,531

その他の項目

　減価償却費 23,071 16,734 39,805 3,323 43,128 － 43,128

有形固定資産及び
　無形固定資産の増加額

23,281 21,512 44,794 3,062 47,857 － 47,857

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、木材事業、造林事業、機械事

業、物流事業、売電事業、ゴルフ場事業及び不動産賃貸事業等を含んでいます。

２．調整額は以下のとおりです。

(1) セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去に係る調整額です。

(2) セグメント資産の調整額は、セグメント間取引消去に係る調整額△13,801百万円、報告セグメントに帰

属しない投資有価証券等の全社資産26,737百万円です。
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４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

紙・板紙事業及びホーム＆パーソナルケア事業において、減損損失が発生しました。なお、当該減損損失の計

上額は、当連結会計年度においては、紙・板紙事業で852百万円、ホーム＆パーソナルケア事業で11,808百万円で

す。

（のれんの金額の重要な変動）

ホーム＆パーソナルケア事業において、株式取得に伴い、株式会社大貴を連結の範囲に含めています。当該事

象によるのれんの増加額は、当連結会計年度において、5,804百万円です。

また、ホーム＆パーソナルケア事業において、のれんの減損損失を計上しています。当該事象によるのれんの

減少額は、当連結会計年度において、9,959百万円です。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
（自 2021年４月１日
至 2022年３月31日）

当連結会計年度
（自 2022年４月１日
至 2023年３月31日）

１株当たり純資産額 1,561円52銭 1,414円73銭

１株当たり当期純利益
又は１株当たり当期純損失（△）

142円91銭 △209円01銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 － －

（注）１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算

定上の基礎は、以下のとおりです。なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益額については、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

前連結会計年度
（自 2021年４月１日
至 2022年３月31日）

当連結会計年度
（自 2022年４月１日
至 2023年３月31日）

１株当たり当期純利益
又は１株当たり当期純損失（△）

親会社株主に帰属する当期純利益
又は親会社株主に帰属する当期純損失（△）
（百万円）

23,721 △34,705

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
又は親会社株主に帰属する当期純損失（△）（百万円）

23,721 △34,705

普通株式の期中平均株式数（千株） 165,990 166,045

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　


